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(No.695)第5話 タバコとぜんそく 

－ぜんそく患者にとってタバコの煙は脅威... 

  激しいせきやたんがでる喘息（ぜんそく）という病気を知っていますか。

右図のように、気管支などの気道がアレルギー反応で炎症をおこす病気で

す。アレルギーの原因となるアレルゲン（抗原）にはダニや花粉などがあり

ますが、アレルゲン以外にタバコの煙にも反応する場合も多くあるそうで

す。 

  国内の患者数は約８００万人とされていて、グラフのように近年では喘息

で亡くなる人が２０００人近くもいます。 

(No.696)第6話 タバコの火事 

－”火”を使うタバコにつきまとう火事... 

  タバコを吸うには”火”が必要です。だから火事の心配がついてまわりま

す。加熱式タバコの場合はその心配はいりませんが、現状では火をつける紙

巻タバコを吸っている喫煙者が大多数です。そこで、下のグラフを見てくだ

さい。じつは、出火原因の第１位が“タバコの火”なのです。全国に推定で

約１８００万人もいる喫煙者が毎日何回もタバコに火をつけるのですから、

火事のリスクは高くなるのも当然かもしれません。 

  喫煙者には、火種の落下、捨て方や捨てる場所に十分注意してもらわなけ

ればなりませんが、無用な火事をなくすためには喫煙者をもっと減らしたい

ものです。 

(No.697)第7話 オミクロン株 

－タバコはコロナウイルスの重症化リスクを高める... 

  新型コロナウイルスの感染が急拡大しています。オミクロン株と呼ばれる

変異種が世界中に広がり日本では感染爆発の第６波が起こっています。和歌

山県でも「まん延防止等重点措置」が適用されるほど今までにないペースで

感染者が増加し、身近なところでも感染者が増えています。特にオミクロン

株は感染（伝播）しやすいと言われているので、不要不急の外出を控える、

人混みや密を避ける、マスクの着用、手洗い・殺菌など感染防止に細心の注

意を心がけてください。 

 感染者の多くは風邪と同じような症状で済むようですが重症化すると死亡

する場合があり、全国では毎日１００人以上が亡くなっています。そこで、

下のグラフを見てください。コロナウイルス感染者が重症化する割合は、喫

煙者もしくは喫煙経験者の方が高いという調査結果が報告されています。 

(No.698)第8話 タバコと食事 

－タバコは、健康の源になる食事も制限... 

  禁煙者の多くは「タバコをやめたら、ごはんが美味しくなった」という感

想を口にします。それはタバコに含まれるニコチンに食欲を抑える作用があ

るので、禁煙すると食欲が戻りおいしく食事ができるようになるからです。

タバコを吸い続けると、消化管の働きが低下し胃の不快感が生じやすくなっ

たり、血糖値が上がりぎみとなり空腹を感じにくくなるそうです。さらに、

タバコの煙に含まれるタールやニコチンが味覚や嗅覚を鈍化させるなど... 
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